
下
に
没
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
星
霜
一
愛
、
識
者
言
を
發
た
ば
一
言
に
し
て
非
常
時
を

云
ふ
、
正
に
然
り
、
○
○
の
國
と
誘
法
の
國
と
が
干
戈
を
交
ふ
る

に
至
っ
て
は
、
之
を
し
も
非
常
時
と
云
は
ず
し
て
何
ぞ
や
、
か
画

る
超
非
常
時
局
に
、
徒
ら
に
俗
的
流
行
を
進
ふ
に
究
を
と
し
、
か

け
馨
高
き
現
教
團
の
總
動
員
は
、
軍
部
へ
の
献
金
と
し
て
具
現
し
、

そ
の
結
果
は
、
如
何
な
り
し
か
、
一
部
軍
部
の
識
着
を
し
て
浜
に

宗
教
家
の
天
職
を
疑
念
せ
し
め
、
他
に
な
す
あ
ら
ん
と
迄
皮
肉
ら

れ
た
。
○
○
機
献
納
に
際
し
て
は
、
紙
上
あ
の
プ
様
な
臭
聞
を
専

ら
に
す
る
等
、
如
何
に
、
現
日
蓮
教
團
に
、
か
つ
て
の
良
観
的
色

彩
の
濃
厚
な
り
や
、
今
し
良
槻
こ
の
世
に
あ
り
し
な
ら
ば
、
鎌
倉

教
線
に
「
痴
人
良
観
一
と
銀
壁
せ
ら
れ
し
良
観
は
、
江
戸
の
仇
を

長
崎
で
、
か
つ
て
の
日
蓮
の
徒
は
遂
に
我
が
下
に
來
れ
り
と
快
心

の
微
笑
を
た
種
へ
る
事
で
あ
る
ふ
。
か
園
る
ア
ン
チ
教
瓶
性
の
塁

術
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
。

一
、
緒
言

■

波
水
井
書
に
於
け
る
良
の
方
の
管
見

波
木
井
書
に
於
け
る
艮
の
方
の
管
見

曰
く
僧
風
教
育
制
度
，
参
議
制
度
、
○
○
○
○
制
度
、
制
度
の

完
備
、
形
式
の
完
壁
を
期
す
る
を
以
て
、
そ
の
内
在
的
精
紳
を
忘

る
、
か
く
て
既
成
文
明
と
共
に
そ
の
没
落
を
運
命
す
る
の
か
、
珍

香
蒸
し
，
錦
紫
衣
の
「
古
へ
、
古
へ
」
の
徳
際
は
、
諸
君
徒
ら
な

る
復
古
主
義
は
、
正
に
青
年
の
進
歩
を
は
ざ
む
反
動
主
義
だ
。

本
化
上
行
日
蓮
大
聖
人
の
身
延
御
入
山
の
御
本
懐
が
、
か
鴬
る

顛
倒
的
な
る
、
否
ア
ン
チ
教
祇
性
の
塑
な
る
一
見
総
る
末
雅
の
輩

出
に
あ
っ
た
の
か
！
然
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ

の
世
紀
は
、
既
に
Ｊ
１
、
遥
か
地
平
線
上
灰
か
な
る
コ
ス
モ
ス
を

知
覺
し
た
、
か
漢
る
宇
宙
へ
の
飛
雛
に
於
て
、
諸
君
、
正
に
祀
廟

は
、
眞
の
腿
廟
中
心
は
、
か
。
る
コ
ス
モ
ス
へ
の
一
つ
の
偉
大
な

る
ホ
ー
ス
・
パ
ア
ー
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
か
く
し
て
最
后
に
叫

ば
恥
る
も
の
、
そ
れ
は
、
危
機
宗
學
の
提
唱
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

（
學
院
主
催
秋
季
矯
諭
大
會
に
於
て
）

嘗
て
淨
土
門
の
友
松
師
が
彼
の
家
の
指
方
立
相
の
淨
土
調
を
否

一
一
一
一
一
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難

波
智

龍



、

定
し
た
に
端
を
發
し
、
淨
土
一
門
に
波
矧
を
巻
き
起
し
た
最
中
、

鴬
時
發
行
の
「
宗
教
研
究
」
誌
上
當
家
の
一
學
者
が
當
家
に
も
指

方
立
相
の
淨
土
有
り
と
な
し
て
、
波
木
井
書
等
、
就
中
艮
方
の
御

書
を
引
用
し
て
此
を
論
じ
て
居
ら
れ
た
事
を
記
憶
し
て
居
る
。

そ
れ
以
來
時
日
は
經
過
し
て
今
日
に
至
た
が
、
昨
年
春
、
普
が

旭
山
學
院
に
於
て
講
演
例
會
の
課
題
と
し
て
松
木
部
長
先
生
よ
り

「
波
木
井
書
に
於
け
る
良
の
方
の
管
見
」
な
る
問
題
の
提
出
を
受

け
、
私
は
偶
然
御
遺
文
に
於
け
る
艮
方
の
拝
讃
を
な
し
た
わ
け
で

あ
る
が
、
何
分
短
時
日
の
云
は
ざ
一
夜
漬
程
度
の
研
鐡
で
あ
っ
て
、

發
表
す
る
事
を
嬬
路
し
た
も
の
斡
外
に
研
究
し
た
人
も
無
か
っ
た

の
で
思
ひ
切
っ
て
發
表
し
て
見
た
の
で
あ
っ
た
。
（
然
し
不
幸
に

し
て
松
木
先
生
が
都
合
上
臨
席
さ
れ
な
か
っ
た
關
係
上
御
批
判
を

得
る
事
が
出
來
歩
、
不
完
全
な
ま
塗
に
正
鴬
な
批
判
も
與
へ
ら
れ

得
ず
發
表
は
経
っ
て
了
て
今
日
に
及
ん
で
居
る
。
）

本
年
度
の
棲
祁
發
行
に
先
立
て
夏
頃
か
ら
何
か
投
稿
を
と
依
頼

を
受
け
て
居
乍
ら
、
旅
行
、
卒
業
論
文
、
説
教
、
識
演
、
其
上
十

一
月
中
旬
に
は
立
正
大
學
の
雄
濤
大
含
へ
派
遣
さ
れ
、
彼
恥
や
此

れ
や
で
蒋
荏
日
を
途
り
、
経
に
恩
ひ
附
い
た
の
が
二
ヶ
年
足
ら
ず

も
笈
底
に
投
込
ん
で
居
い
た
、
「
艮
の
方
の
管
見
」
の
焼
直
し
で

あ
る
。
が
出
し
て
見
る
と
忘
れ
た
虚
も
多
く
、
統
一
も
附
か
な
く

な
っ
て
居
り
、
不
完
奎
極
り
な
い
も
の
だ
っ
た
が
苦
し
ま
ぎ
れ
に

＝

波
木
井
番
に
於
け
る
良
の
方
の
管
見

二
、
御
迩
文
上
に
於
け
る
艮
の
方

宗
祗
御
遺
文
の
中
に
於
て
艮
方
が
明
に
示
さ
れ
、
之
が
所
謂
指

方
立
相
的
淨
土
と
關
係
附
け
て
見
ら
れ
得
る
の
は
次
の
二
書
で
あ

る
。
即
ち
一
は
波
木
井
殿
御
瀞
に
於
け
る
。

日
蓮
ハ
日
本
第
一
ノ
法
華
經
ノ
行
者
也
。
日
蓮
ガ
弟
子
檀
那
等

ノ
中
二
日
蓮
ヨ
リ
後
二
來
リ
給
上
候
ハ
ー
ハ
、
梵
天
、
帝
樺
、
四

大
天
王
、
閻
磁
法
王
ノ
御
前
ニ
テ
言
日
本
第
一
ノ
法
華
行
者

日
蓮
房
ガ
弟
子
桶
那
ナ
リ
ト
名
乘
リ
テ
通
り
給
フ
ベ
シ
、
此
ノ

法
華
経
〈
三
途
ノ
河
ニ
テ
ハ
船
ト
ナ
リ
死
出
ノ
山
一
一
テ
ハ
大
白

牛
車
ト
ナ
リ
‘
冥
途
ニ
テ
ハ
燈
ト
ナ
リ
嬢
山
二
参
ル
橋
也
。
霊

山
一
二
シ
マ
シ
テ
艮
ノ
廊
ニ
テ
識
ネ
サ
セ
給
へ
必
ズ
待
チ
奉
ル

ベ
ク
候
Ｑ
二
四
）

で
あ
り
。
数
に
は
明
に
霊
山
往
詣
の
思
想
が
見
ら
れ
‘
其
の
「
艮

の
廊
」
も
宗
瓶
來
迎
の
一
読
左
と
見
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
勿
論

後
に
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
宗
租
に
も
未
來
槻
の
信
仰
の
特
に

熾
烈
あ
っ
た
事
は
否
む
べ
く
も
な
い
が
此
の
霊
山
が
佛
眼
所
證
の

恩
ひ
切
っ
て
投
稿
し
た
次
第
で
あ
る
。

勿
論
未
完
成
の
も
の
で
あ
り
、
不
完
全
極
り
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
大
方
先
誰
の
御
指
導
と
御
批
判
を
待
っ
て
將
來
の
再
研
鐡
を

約
し
、
鼓
に
前
以
て
御
断
り
し
て
發
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
一
一
一
一
一



ヴ

世
界
で
あ
り
、
本
化
正
信
の
徒
の
眼
前
に
展
開
さ
れ
る
世
界
と
す

べ
き
は
所
謂
當
家
の
成
佛
義
の
究
極
で
あ
る
。
從
て
此
の
書
に
於

け
る
往
生
思
想
の
如
き
も
淨
土
門
の
如
き
所
謂
指
方
立
相
の
淨
土

槻
と
同
一
覗
し
経
る
べ
き
で
は
な
く
、
未
來
信
仰
と
し
て
の
往
詣

槻
と
娑
婆
部
寂
光
に
於
け
る
盤
川
棚
の
調
和
を
此
の
間
に
見
出
し

得
る
も
の
で
は
な
い
か
と
恩
ふ
。
此
が
即
ち
當
研
錨
の
中
心
問
題

で
あ
る
。

而
し
て
次
に
第
二
の
御
書
と
し
て
は
上
野
殿
御
消
息
に
於
け
る
。

御
臨
維
ノ
キ
ザ
ミ
生
死
ノ
中
間
二
日
蓮
必
ズ
迎
イ
ニ
参
り
候
ペ

シ
。
三
世
ノ
謂
佛
ノ
成
迩
ハ
子
丑
ノ
絡
リ
寅
ノ
刻
ノ
成
道
也
。

佛
法
ノ
佳
麗
鬼
門
ノ
方
一
二
二
國
共
二
建
シ
也
・
此
等
ハ
相
承
ノ

法
門
ナ
ル
ベ
シ
。
（
一
八
四
三
）

で
あ
る
。
が
此
れ
亦
往
諸
思
想
の
一
端
と
も
見
ら
れ
な
い
で
は
な

い
が
此
書
の
上
の
文
に
即
身
成
佛
義
を
力
説
さ
れ
て
、
法
華
超
越

の
所
以
と
さ
艇
て
ゐ
る
に
見
て
弧
ち
往
詣
槻
の
所
明
と
見
る
べ
き

で
は
な
く
、
寧
ろ
此
虚
に
宗
租
の
成
佛
槻
の
特
徴
を
拝
す
る
も
の

が
あ
り
は
し
な
い
か
と
思
必
。

そ
れ
は
且
く
置
い
て
前
出
の
波
木
井
書
で
あ
る
が
、
此
の
害
は

古
來
偽
書
説
濃
厚
の
書
で
あ
っ
て
、
早
く
か
ら
身
延
歴
代
の
先
師

が
「
他
筆
ナ
リ
ー
と
指
摘
さ
れ
て
居
る
如
く
、
其
の
文
章
の
連
絡

及
び
其
の
内
容
が
餘
り
に
も
計
霊
的
に
見
ら
れ
、
且
つ
鞭
田
教
授

波
木
井
書
に
於
け
る
艮
の
方
の
管
見

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
崎
報
七
九
號
）
如
く
、
九
月
十
九
日
の
波

水
井
殿
御
報
に
「
所
ら
う
の
あ
ひ
だ
は
ん
ぎ
や
う
を
く
は
へ
ず
候

事
恐
れ
入
り
候
」
（
一
二
○
五
）
と
判
形
さ
へ
お
書
き
遊
ば
さ
れ

ぬ
有
様
が
、
後
の
御
臨
維
閲
際
に
此
書
の
長
文
を
認
め
遊
さ
る
事

は
想
像
し
難
い
事
で
あ
る
。
故
に
「
宗
乘
誹
義
録
」
に
依
れ
ば
誰

人
か
ざ
「
御
遺
文
匡
謬
艸
案
」
に
其
の
内
容
を
研
究
し
た
結
果
諸

御
書
の
連
絡
編
瞬
な
り
と
断
定
し
、
對
照
し
て
居
る
が
、
夫
に
依

る
と
前
出
の
波
木
井
書
の
丈
は
次
で
出
し
た
、
上
野
書
の
御
文
並

に
妙
法
曼
陀
羅
供
養
事
九
二
五
の
抜
出
編
輯
な
り
と
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
若
し
此
の
見
解
譲
り
な
し
と
せ
ば
今
の
艮
方
の
如
き
に

於
て
も
上
野
害
に
現
れ
た
夫
を
中
心
と
し
雨
者
を
同
一
の
見
解
に

於
て
研
鐡
す
べ
き
で
あ
る
。
私
は
今
斯
く
断
定
し
て
此
の
問
題
の

研
鐡
に
入
る
。三

、
御
書
に
於
け
る
成
佛
義
の
諸
相

私
は
前
節
に
於
て
宗
瓶
成
佛
槻
に
就
て
一
言
鯛
れ
て
匿
い
た
が

艮
考
と
成
佛
義
は
極
め
て
密
接
な
關
係
を
有
す
る
故
更
に
今
宗
租

の
成
佛
義
に
就
て
概
槻
し
て
見
た
い
。

此
に
就
て
は
嘗
て
、
安
永
辨
哲
師
が
崎
報
に
述
べ
て
い
ら
虹
る

が
、
御
書
全
篇
を
通
じ
て
の
文
相
上
の
分
類
は
大
篭
次
の
如
く
で

あ
る
。

一
一
一
一
一
一
一



１
１
、
理
ノ
部
成

成
佛
Ｉ
２
、
一
生
成
佛

１
３
、
未
來
作
佛

Ｉ
妾
、
出
離
生
死

５
、
後
生
善
虚

６
，
本
時
同
居
ノ
往
生

７
、
此
土
往
生

往
生
１
８
、
十
六
佛
前
化
生

９
、
柱
生

山
、
淨
土
往
生

、
、
西
方
極
樂
往
生

ｌ
狸
、
霊
山
往
生

波
木
井
書
に
於
け
る
艮
の
方
の
管
見

佐

7 6 5 4 3 2
℃ ､ 、 、 、

1
､

後部
身
成
佛
：
：
（
十
二
文
）
１
口
緬
雌

現
安
后
善
：
．
：
（
七
文
）
Ｉ

臨
絡
正
念
：
・
（
七
文
）
一

鍵
山
往
蠅
瀧
納
室
三
埜
一
ｌ
嬢
山

後順
次
生
乃
至
未
来
作
佛
：
．
（
八
文
）

都
率
内
院
：
…
．
（
一
文
）
Ｉ

．
・
・
一
○
、
一
四
、
三
四
（
臨
絡
）

｛
叫
廊
聰
鋤
鰄
僻
壼
訣
惑
錘
鐙
壺
砕
畷
蕊
司
誠
糊
塗
接
一
二
（
一
生
入
妙
）
溺
幟

．
：
六
九
、
一
二
○
（
外
用
成
佛
）
五
八
○

・
・
二
一
八
、
二
六
○
，
三
二
三
１
１
１

．
・
・
三
九
一
、
四
七
六
，
五
一
六
、
六
六
七

；
五
○

來

．
・
・
一
二
、
二
六
五

世

…
四
七
○
、
五
三

作

：
四
八
二
（
持
經
往
生
）

．
・
四
八
八
（
持
經
往
生
）
佛

：
．
五
九
四

…
六
三
三
、
六
八
○

即即性

上
岡
’

一
雪
阿 成

ｌ
現
世
成
佛

成
I

Ｉ
來
世
成
佛 二

四



右
の
如
く
、
御
誓
文
相
上
に
拝
し
て
も
、
其
の
異
同
は
全
く
雑

多
で
一
見
蹄
趨
の
迷
は
し
む
る
も
の
夢
如
く
に
見
ゆ
る
が
、
然
し
、

此
等
は
畢
寛
‐
各
宗
權
邪
の
成
佛
義
を
揚
棄
統
一
せ
ん
と
の
開
會

顯
正
の
聖
意
に
基
け
る
結
果
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
眼
目

が
即
身
成
佛
速
得
菩
提
の
妙
益
に
浴
せ
し
む
る
に
あ
る
事
は
蟹
言

す
る
迄
も
な
い
も
の
で
、
即
ち
成
佛
義
の
根
本
的
立
塲
を
信
心
正

因
受
持
正
行
に
置
く
、
受
持
成
佛
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。

而
し
て
、
受
持
成
佛
の
具
艘
的
相
貌
は
、
王
佛
其
合
の
至
極
に

基
く
、
所
謂
本
門
戒
垣
の
建
設
、
更
に
は
四
海
歸
妙
の
實
現
で
あ

っ
て
、
此
を
逆
次
に
云
へ
ば
自
己
の
妙
法
化
（
即
身
成
佛
）
が
漸

次
擴
充
さ
れ
鬮
家
祗
倉
の
妙
法
化
（
餓
山
浄
土
）
に
至
り
更
に
四

海
歸
妙
（
全
鰐
淨
土
）
に
至
る
時
當
家
の
成
佛
論
は
完
き
相
に
達

す
る
の
で
あ
る
。
從
て
、
個
変
の
自
然
誕
與
受
持
即
成
の
妙
益
茜

云
ふ
も
本
義
は
全
禮
的
な
完
成
を
期
す
る
嬢
山
淨
土
の
建
設
の
虚

に
本
化
應
生
の
大
義
は
あ
る
の
で
あ
る
。

乍
然
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
宗
祇
に
於
て
も
現
世
の
み
で
な

く
、
未
來
澗
の
熾
烈
な
る
を
拝
し
、
之
を
個
人
の
立
甥
よ
り
せ
ぱ

未
來
往
詣
と
も
な
る
が
、
之
を
献
會
的
人
類
的
に
見
る
時
は
將
來

必
歩
娑
婆
世
界
の
上
に
現
資
態
と
し
て
建
設
せ
ら
る
べ
き
も
の
で

此
の
意
味
に
於
て
娑
婆
即
寂
光
の
立
場
に
於
け
る
鯉
山
槻
と
、
未

來
信
仰
と
し
て
の
往
詣
槻
と
の
調
和
は
見
出
さ
れ
得
る
も
の
で
あ

波
木
井
書
に
於
け
る
股
の
方
の
管
見

り
、
其
の
究
極
は
娑
婆
即
寂
光
の
建
設
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
う
。

即
ち
、
其
の
未
來
嬢
山
浄
土
往
詣
と
云
ふ
も
、
壽
量
品
の
費
義

我
此
土
安
穂
、
常
在
鍵
山
の
娑
婆
即
寂
光
の
教
義
を
よ
り
具
鴨
化

し
、
宗
教
化
し
、
祁
秘
化
し
て
現
世
成
佛
を
久
遠
の
未
來
に
延
長

し
た
に
外
な
ら
な
・
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

斯
く
解
す
る
時
今
の
問
題
の
艮
方
の
如
き
も
指
方
立
相
上
の
一

部
門
と
見
る
べ
き
に
は
非
ず
し
て
所
訓
即
身
成
佛
義
上
の
一
意
義

を
含
む
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
．

四
、
艮
の
意
義

由
來
艮
な
る
語
は
東
洋
思
想
潤
特
の
易
に
於
け
る
語
で
あ
っ
て

易
經
読
卦
の
下
に
「
成
二
言
乎
艮
二
と
説
き
萬
物
の
太
元
の
一
に

数
へ
ら
れ
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
其
の
性
欣
を
靜
止
の
義
に
置
き
、

八
卦
の
一
と
し
て
二
を
以
て
表
す
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
此
が
展
開
し
て
六
十
四
卦
の
一
と
な
り
、
「
止
ま
り
て

進
ま
ざ
る
象
の
義
」
と
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
其

の
「
止
ま
り
て
進
ま
ざ
る
義
」
と
云
ふ
も
「
静
止
の
義
一
と
云
ふ

も
消
極
的
意
味
の
も
の
で
な
く
、
積
極
的
究
極
の
意
で
あ
る
事
は
、

易
經
象
傳
の
下
に
「
縦
山
艮
、
謂
子
次
思
不
し
出
典
位
二
と
あ
る

に
依
て
も
知
ら
れ
る
。
故
に
此
を
「
限
」
と
な
し
、
「
堅
，
一
と
な

二

二

五



し
「
難
」
と
さ
れ
我
が
國
に
於
て
も
此
の
意
が
傳
は
り
艮
金
榊
の

通
信
俗
仰
に
迄
及
で
居
る
の
が
、
艮
の
語
源
で
あ
ら
う
。

而
し
て
、
此
の
艮
を
後
世
の
方
位
１
時
間
に
配
し
て
呼
ぶ
に
至

た
の
で
あ
ら
う
。
が
、
方
位
で
は
東
北
に
當
り
、
所
謂
古
來
鬼
門

と
云
は
恥
凱
此
虚
に
鬼
祁
聚
り
住
ふ
と
さ
れ
、
術
古
傅
（
暗
譜
）

に
は
「
廻
風
從
二
艮
地
鬼
門
こ
と
云
ふ
如
く
、
風
の
帥
と
も
解
し

た
様
で
あ
る
。

而
し
て
時
間
に
之
を
配
し
て
は
午
前
二
時
よ
り
四
時
迄
の
間
を

當
て
種
い
る
が
、
所
謂
草
木
も
眠
る
丑
滿
の
頃
で
あ
っ
て
、
古
來

我
が
國
で
も
此
の
時
間
を
赫
佛
の
茄
願
に
結
び
附
け
『
丑
滿
詣
り
」

の
誓
と
か
ぎ
あ
る
が
‐
・
此
を
見
て
も
東
洋
風
習
の
上
に
此
の
艮
な

る
語
は
弧
い
何
物
か
の
暗
示
を
以
て
傳
へ
て
居
る
様
で
あ
る
。

兎
に
角
艮
な
る
語
は
東
洋
思
想
の
上
に
は
相
當
深
い
迷
信
的
？

の
傅
読
を
含
ん
で
居
る
事
は
事
没
で
あ
る
が
此
の
事
の
探
究
は
専

門
家
に
非
る
私
の
與
り
知
る
虚
で
な
く
、
叉
今
の
問
題
に
左
程
深

い
關
係
も
な
い
か
ら
且
く
別
と
し
て
、
宗
腿
の
御
書
上
に
之
を
拝

し
得
る
の
は
域
御
巧
説
と
し
て
の
方
便
か
、
亦
は
「
弧
ち
に
成
佛

の
理
に
蓮
は
ざ
れ
ば
暫
く
世
間
普
通
の
義
を
用
ふ
く
き
か
‐
一
と
云

ふ
御
聖
意
か
と
も
拝
し
得
る
が
、
今
は
「
腿
ち
に
成
佛
の
理
に
違

は
ざ
れ
ば
」
の
御
意
と
見
て
成
佛
の
理
と
艮
の
關
係
を
拝
し
た
い

と
思
ふ
の
で
あ
る
。

波
木
井
番
に
於
け
る
艮
の
方
の
管
見

次
に
佛
教
上
直
接
な
艮
（
東
北
、
丑
寅
）
の
關
係
で
あ
る
が
、
此

に
就
て
は
可
成
り
多
く
の
關
係
を
見
る
事
が
出
來
る
。
今
其
の
主

要
な
る
も
の
を
出
せ
ば
、

一
、
佛
陀
の
誕
生
は
Ｉ
佛
説
潅
佛
經
に
依
れ
ば
、
太
子
四
月
八

日
夜
半
明
星
出
時
生
れ
地
に
堕
ち
て
行
く
事
七
歩
と
あ
り
。

二
、
佛
陀
の
成
道
ｌ
因
果
経
に
依
れ
ば
、
七
為
日
思
惟
の
后
菩

提
樹
下
に
於
て
二
月
八
日
（
或
は
十
二
月
八
日
）
早
暁
明
星
出
る

頃
の
開
悟
と
在
る
故
、
此
の
早
暁
明
星
出
る
時
と
は
何
う
し
て
も

二
時
よ
り
四
時
迄
の
間
と
も
見
ら
れ
丑
寅
の
時
で
あ
る
。

・
三
、
佛
陀
の
入
滅
ｌ
之
を
長
阿
含
經
並
に
大
般
浬
薬
經
に
見
れ

ば
、
均
濡
城
外
沙
羅
愛
樹
下
に
於
て
夜
半
入
滅
さ
れ
た
と
在
り
、

入
滅
後
は
城
の
東
門
よ
り
入
り
北
門
に
州
で
て
茶
毘
に
付
さ
が
附

収
た
と
あ
る
。
故
に
此
の
入
滅
に
し
て
も
丑
寅
と
何
等
か
の
關
係

け
ら
れ
な
い
で
も
な
い
様
で
あ
り
錨
且
つ
台
當
雨
家
が
佛
陀
は
蕊

山
に
於
て
八
ヶ
年
法
華
説
法
遊
ば
し
入
滅
は
其
の
艮
駁
提
河
畔
、

純
陀
が
家
に
て
の
入
滅
と
し
、
宗
祗
の
入
滅
も
此
の
規
に
則
ら
鯉

た
と
傳
へ
ら
れ
る
如
く
、
艮
の
方
向
は
佛
陀
の
一
生
特
に
御
入
滅

の
故
事
と
因
縁
附
け
ら
れ
て
現
在
迄
可
成
り
深
く
、
何
等
か
の
意

義
に
於
て
傳
へ
ら
れ
て
居
る
様
で
あ
る
。

五
、
佛
教
上
か
ら
見
た
艮

一
一
一
一
｛
〈



四
、
佛
激
流
傅
の
諌
言
１
以
上
は
佛
陀
と
の
直
接
關
係
で
あ
る

が
更
に
今
滅
後
佛
法
流
傳
史
上
の
豫
言
と
し
て
見
ら
る
の
が
佛
教

東
流
説
で
あ
る
。
此
に
就
て
は
宗
瓶
が
屡
為
大
師
須
梨
耶
蘇
摩
の

羅
什
へ
の
豫
言
を
引
用
さ
れ
て
、
曾
谷
入
道
殿
許
御
譜
（
二
二
）

一
此
ノ
經
典
東
北
二
総
有
り
予
此
ノ
地
文
ヲ
拝
シ
テ
雨
眼
瀧
ノ

如
シ
」

千
日
尼
書
（
宅
蜑
）
「
西
天
ノ
月
氏
國
ハ
未
申
ノ
方
東
方
ノ
日
本

園
ハ
丑
寅
ノ
方
也
。
豈
一
一
日
本
國
二
非
ズ
ヤ
」
と
日
本
國
と
佛

法
は
此
の
艮
の
方
に
一
關
聯
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

五
、
傅
教
大
師
Ｉ
此
の
経
東
國
に
総
有
り
と
豫
言
さ
れ
た
法
華

経
が
吾
が
本
朝
に
華
を
喚
か
し
た
濫
膓
は
傳
教
大
師
で
あ
る
が
、

大
師
が
ゞ
我
が
立
つ
そ
ま
の
叡
山
は
ゆ
く
り
な
く
も
、
都
の
東
北

で
あ
り
、
鼓
に
都
の
守
護
鬼
門
の
鎮
め
と
し
て
鎭
談
國
家
の
道
場

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
曾
て
心
蕊
學
の
講
義
を
鱸
い
た
こ
と
が
あ
る
。
心
霊
學
そ

の
も
の
は
一
種
の
科
學
と
し
て
未
だ
研
究
の
途
上
に
あ
る
ら
し
い

信
仰
と
人
間
生
活

信
仰
と
人
間
生
活

以
上
の
如
く
一
般
佛
激
の
上
か
ら
慨
槻
す
る
に
斯
く
且
く
五
項

目
に
於
て
見
た
が
、
此
等
は
何
れ
も
重
要
な
事
項
に
馬
す
る
の
で

あ
る
。
從
て
此
の
先
天
的
の
關
係
が
傳
教
大
師
に
至
て
は
此
の
先

天
的
因
総
と
東
洋
思
想
に
發
す
み
鬼
門
の
概
念
と
が
結
合
さ
れ
て

鎭
護
國
家
（
都
の
守
誰
）
の
遁
甥
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て

宗
瓶
で
あ
る
が
、
宗
瓶
に
於
て
上
記
の
諸
槻
念
が
取
入
ら
れ
た
の

か
或
は
傳
激
の
思
想
が
直
接
影
響
せ
ら
れ
た
の
か
、
此
軸
俄
に
は

断
じ
得
ら
れ
な
い
が
、
恐
く
直
接
に
は
傳
教
の
思
想
が
自
身
安
住

の
方
向
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
事
は
上
に
引
く
曾
谷
紗
の
文
並

に
以
下
に
述
べ
ん
と
す
る
曼
茶
羅
座
配
の
上
か
ら
見
て
想
像
さ
れ

る
。
叉
宗
組
一
代
の
事
蹟
に
照
し
て
上
記
の
諸
項
が
宗
阻
の
上
に

も
幾
分
影
響
の
有
っ
た
事
も
察
知
し
得
る
。
此
等
の
開
係
並
に
意

義
は
以
下
項
を
改
め
て
述
べ
る
。

（
以
下
次
號
綴
）

然
し
私
の
如
き
凡
才
に
は
、
そ
の
や
う
に
は
思
へ
な
い
で
立
派
な

一
つ
の
科
學
の
や
う
な
感
じ
が
す
る
。

証
昔
寺
惠
進

二

二

七


